
(57)【要約】

【課題】内視鏡においてノイズが少なく鮮明な表示画面

を得る。

【解決手段】輪郭強調係数（グラフ５０、５２）を内視

鏡の種類に応じて予め設定する。設定する際、背景輝度

値（グラフ４４、４７）が相対的に低くなる領域につい

ての輪郭強調係数を相対的に小さくする。画像データに

対して輪郭強調係数を乗じることにより輪郭強調を行う

。背景輝度値が相対的に低い領域において、輪郭強調を

抑制することにより、ノイズの強調を抑制する。

【選択図】　　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
画 像 デ ー タ に 対 し て 輪 郭 強 調 係 数 を 乗 じ る こ と に よ り 輪 郭 強 調 を 行 う 輪 郭 強 調 手 段 と 、 均
一 な 背 景 画 像 を 対 象 物 と し て 輝 度 値 を 測 定 し た と き の 背 景 輝 度 値 が 相 対 的 に 低 く な る 領 域
に つ い て の 前 記 輪 郭 強 調 係 数 を 前 記 背 景 輝 度 値 が 高 い 領 域 と 比 較 し て 小 さ く す る 係 数 設 定
手 段 と を 備 え る 画 像 輪 郭 強 調 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 領 域 が マ ス ク さ れ る 領 域 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 す る 画 像 輪 郭 強 調 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 マ ス ク さ れ る 領 域 を 決 定 す る マ ス ク 情 報 が 、 前 記 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 撮 像 装 置 の
種 類 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 す る 画 像 輪 郭 強 調 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 輪 郭 強 調 係 数 が 前 記 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 撮 像 装 置 の 種 類 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 す る 画 像 輪 郭 強 調 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 撮 像 装 置 が 内 視 鏡 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 す
る 画 像 輪 郭 強 調 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
画 像 デ ー タ に 対 し て 輪 郭 強 調 係 数 を 乗 じ る こ と に よ り 輪 郭 強 調 を 行 う 輪 郭 強 調 手 段 と 、 均
一 な 背 景 画 像 を 対 象 物 と し て 輝 度 値 を 測 定 し た と き の 背 景 輝 度 値 が 相 対 的 に 低 く な る 領 域
に つ い て の 前 記 輪 郭 強 調 係 数 を 前 記 背 景 輝 度 値 が 高 い 領 域 と 比 較 し て 小 さ く す る 係 数 設 定
手 段 と を 備 え る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 領 域 が マ ス ク さ れ る 領 域 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 マ ス ク さ れ る 領 域 を 決 定 す る マ ス ク 情 報 が 、 前 記 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 内 視 鏡 の 種
類 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 輪 郭 強 調 係 数 が 前 記 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 内 視 鏡 の 種 類 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 マ ス ク 情 報 ま た は 前 記 係 数 設 定 手 段 に よ っ て 設 定 さ れ た 前 記 輪 郭 強 調 係 数 が 、 前 記 画
像 デ ー タ を 得 る た め の 内 視 鏡 内 に 記 憶 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記
載 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 マ ス ク 情 報 ま た は 前 記 係 数 設 定 手 段 に よ っ て 設 定 さ れ た 前 記 輪 郭 強 調 係 数 が 、 前 記 画
像 デ ー タ を 画 像 と し て 出 力 で き る よ う に 処 理 す る 画 像 処 理 装 置 内 に 記 憶 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 輪 郭 強 調 手 段 が 、 前 記 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 内 視 鏡 内 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ６ に 記 載 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 輪 郭 強 調 手 段 が 、 前 記 画 像 デ ー タ を 画 像 と し て 出 力 で き る よ う に 処 理 す る 画 像 処 理 装
置 内 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
画 像 デ ー タ に 対 し て 輪 郭 強 調 係 数 を 乗 じ る こ と に よ り 輪 郭 強 調 を 行 う 輪 郭 強 調 ス テ ッ プ と
、 均 一 な 背 景 画 像 を 対 象 物 と し て 輝 度 値 を 測 定 し た と き の 背 景 輝 度 値 が 相 対 的 に 低 く な る
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領 域 に つ い て の 前 記 輪 郭 強 調 係 数 を 前 記 背 景 輝 度 値 が 高 い 領 域 と 比 較 し て 小 さ く す る 係 数
設 定 ス テ ッ プ と を 備 え る 画 像 輪 郭 強 調 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 、 内 視 鏡 に よ っ て 得 ら れ る 画 像 に 対 し て 輪 郭 強 調 を 施 す 輪 郭 強 調 装 置 に
関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 内 視 鏡 の 画 像 処 理 装 置 に お い て 、 輪 郭 強 調 は 全 て の 画 面 領 域 に 対 し て 均 等 に 施 さ れ
て い る 。 一 般 的 に 、 内 視 鏡 に は 小 型 の レ ン ズ が 使 用 さ れ る こ と か ら 、 画 像 中 心 に 対 し て 周
辺 画 像 は シ ェ ー デ ィ ン グ に よ っ て 暗 く な る 。 ま た 、 内 視 鏡 に よ っ て 得 ら れ る 画 像 の 周 辺 部
に は マ ス ク が 掛 け ら れ る こ と が 多 い 。 こ れ ら の 周 辺 画 像 や マ ス ク 部 は 暗 い た め ノ イ ズ が 支
配 的 で あ り 、 中 心 画 像 と 同 一 の 輪 郭 強 調 が 掛 け ら れ る こ と は ノ イ ズ の 強 調 に な り 、 鮮 明 な
画 像 が 得 ら れ な い 。 さ ら に 、 マ ス ク 部 と 観 察 画 像 は 一 般 的 に 輝 度 差 が 大 き く 、 そ の 境 界 に
は 、 輪 郭 強 調 に よ っ て そ の 輝 度 差 を 強 調 さ せ ら れ た 信 号 が 擬 似 信 号 と し て 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 改 善 策 と し て 、 画 像 マ ス ク を 掛 け る 前 に 輪 郭 強 調 を 掛 け 、 マ ス ク は 輪 郭 強 調 を し な い
方 法 が あ る 。 し か し 、 こ の 方 法 は マ ス ク の 処 理 を 必 ず 輪 郭 強 調 の 後 に 掛 け な け れ ば な ら ず
、 回 路 構 成 が 限 定 的 と な り 、 例 え ば 、 マ ス ク を ハ ー ド ウ ェ ア と し て 対 物 レ ン ズ 近 傍 に 組 み
込 ま れ て い る と き な ど は 有 効 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 輪 郭 強 調 に よ っ て 発 生 す る ノ イ ズ を 抑 制 し 、 鮮 明 な 画 像 を 得 る こ と を 目 的 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る 画 像 輪 郭 強 調 装 置 は 、 画 像 デ ー タ に 対 し て 輪 郭 強 調 係 数 を 乗 じ る こ と に よ り
輪 郭 強 調 を 行 う 輪 郭 強 調 手 段 と 、 均 一 な 背 景 画 像 を 対 象 物 と し て 輝 度 値 を 測 定 し た と き の
背 景 輝 度 値 が 相 対 的 に 低 く な る 領 域 に つ い て の 輪 郭 強 調 係 数 を 背 景 輝 度 値 が 高 い 領 域 と 比
較 し て 小 さ く す る 係 数 設 定 手 段 と を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 領 域 毎 の 背 景 輝 度 値 に 応 じ た 輪
郭 強 調 が 可 能 と な り 、 シ ェ ー デ ィ ン グ に よ っ て 暗 く な っ た 画 像 領 域 に つ い て 輪 郭 強 調 を 抑
制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
領 域 は マ ス ク さ れ る 領 域 を 含 む こ と が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は マ ス ク さ れ る 領 域 を 決
定 す る マ ス ク 情 報 は 、 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 撮 像 装 置 の 種 類 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ て
い る 。 輪 郭 強 調 係 数 は 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 撮 像 装 置 の 種 類 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ て
い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 撮 像 装 置 は 内 視 鏡 で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 画 像 デ ー タ に 対 し て 輪 郭 強 調 係 数 を 乗 じ る こ と に よ り 輪 郭
強 調 を 行 う 輪 郭 強 調 手 段 と 、 均 一 な 背 景 画 像 を 対 象 物 と し て 輝 度 値 を 測 定 し た と き の 背 景
輝 度 値 が 相 対 的 に 低 く な る 領 域 に つ い て の 輪 郭 強 調 係 数 を 背 景 輝 度 値 が 高 い 領 域 と 比 較 し
て 小 さ く す る 係 数 設 定 手 段 と を 備 え る 。 好 ま し く は 、 領 域 は マ ス ク さ れ る 領 域 を 含 む 。 さ
ら に 、 好 ま し く は マ ス ク さ れ る 領 域 を 決 定 す る マ ス ク 情 報 は 、 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 内
視 鏡 の 種 類 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
輪 郭 強 調 係 数 は 画 像 デ ー タ を 得 る た め の 内 視 鏡 の 種 類 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ て い る こ と
が 好 ま し い 。 マ ス ク 情 報 ま た は 係 数 設 定 手 段 に よ っ て 設 定 さ れ た 輪 郭 強 調 係 数 は 、 画 像 デ
ー タ を 得 る た め の 内 視 鏡 内 に 記 憶 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 マ ス ク 情 報 ま た は 係 数 設 定
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手 段 に よ っ て 設 定 さ れ た 輪 郭 強 調 係 数 は 、 画 像 デ ー タ を 画 像 と し て 出 力 で き る よ う に 処 理
す る 画 像 処 理 装 置 内 に 記 憶 さ れ て い て も 良 い 。 さ ら に 、 輪 郭 強 調 手 段 は 、 画 像 デ ー タ を 得
る た め の 内 視 鏡 内 に 設 け ら れ て い て も 良 い 。 さ ら に 、 輪 郭 強 調 手 段 は 、 画 像 デ ー タ を 画 像
と し て 出 力 で き る よ う に 処 理 す る 画 像 処 理 装 置 内 に 設 け ら れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 画 像 輪 郭 強 調 方 法 は 画 像 デ ー タ に 対 し て 輪 郭 強 調 係 数 を 乗 じ る こ と に よ り 輪
郭 強 調 を 行 う 輪 郭 強 調 ス テ ッ プ と 、 均 一 な 背 景 画 像 を 対 象 物 と し て 輝 度 値 を 測 定 し た と き
の 背 景 輝 度 値 が 相 対 的 に 低 く な る 領 域 に つ い て の 輪 郭 強 調 係 数 を 背 景 輝 度 値 が 高 い 領 域 と
比 較 し て 小 さ く す る 係 数 設 定 ス テ ッ プ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 画 像 輪 郭 強 調 装 置 を 備 え た 内 視 鏡 シ ス テ ム を 示 し 、
内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 内 視 鏡 １ ０ お よ び 画 像 処 理 装 置 か ら 成 る 。 内 視 鏡 １ ０ は 被 写 体 か ら 画
像 デ ー タ を 得 る た め の 撮 像 装 置 で あ り 、 画 像 処 理 装 置 は 内 視 鏡 １ ０ に よ っ て 得 ら れ た 画 像
デ ー タ を 画 像 と し て 出 力 で き る よ う に 処 理 す る た め の 装 置 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は マ ス ク
生 成 回 路 ２ ７ 、 及 び 輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ が 画 像 処 理 装 置 内 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
内 視 鏡 １ ０ に よ っ て 得 ら れ た 画 像 デ ー タ は 映 像 信 号 と し て 画 像 処 理 装 置 内 に あ る 映 像 信 号
処 理 回 路 ２ １ に 送 ら れ る 。 送 ら れ た 映 像 信 号 は 、 レ ッ ド （ Ｒ ） 、 グ リ ー ン （ Ｇ ） 、 ブ ル ー
（ Ｂ ） の ３ 要 素 に 分 離 さ れ 、 そ れ ぞ れ Ｒ メ モ リ ２ ３ ａ 、 Ｇ メ モ リ ２ ３ ｂ 、 Ｂ メ モ リ ２ ３ ｃ
に 格 納 さ れ る 。 メ モ リ ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 ２ ３ ｃ に 格 納 さ れ た そ れ ぞ れ の 映 像 信 号 は 、 ビ デ
オ 画 像 処 理 回 路 ２ ４ に よ っ て 読 み 取 ら れ 、 画 像 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
同 期 信 号 生 成 部 １ １ で は 同 期 信 号 が 生 成 さ れ 、 画 像 処 理 装 置 内 に 送 ら れ る 。 同 期 信 号 は 、
タ イ ミ ン グ 回 路 ２ ２ に 送 ら れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ６ か ら 送 ら れ た タ イ ミ ン グ 制 御 情 報 に 基 づ き 、 画
像 処 理 装 置 内 の 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ １ 、 ビ デ オ 画 像 処 理 回 路 ２ ４ 、 マ ス ク 生 成 回 路 ２ ７ の
動 作 タ イ ミ ン グ の 制 御 と メ モ リ ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ 、 ２ ３ ｃ に 対 す る 書 込 み お よ び 読 み 出 し 制
御 に 用 い ら れ る 。 ま た 、 同 期 信 号 は 加 算 器 ２ ９ に お い て ビ デ オ 画 像 処 理 回 路 ２ ４ か ら 出 力
さ れ た 映 像 信 号 に 加 算 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
内 視 鏡 １ ０ 内 に あ る ス コ ー プ デ ー タ 記 憶 部 １ ２ に は 、 内 視 鏡 の 種 類 に 応 じ て 、 画 像 領 域 ご
と に 予 め 設 定 さ れ て い る 輪 郭 強 調 係 数 お よ び マ ス ク 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 。 輪 郭 強 調 係 数
と マ ス ク 情 報 は 、 ス コ ー プ 検 知 部 ２ ５ に よ っ て 読 み 取 ら れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ６ に 送 ら れ る 。 Ｃ Ｐ
Ｕ ２ ６ で は こ れ ら の デ ー タ に 基 づ き 制 御 情 報 が 算 出 さ れ る 。 算 出 さ れ た 制 御 情 報 は マ ス ク
生 成 回 路 ２ ７ 、 輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ に 送 ら れ る と 共 に 、 タ イ ミ ン グ 回 路 ２ ２ に も タ イ ミ ン グ
制 御 情 報 と し て 送 ら れ る 。 マ ス ク 生 成 回 路 ２ ７ お よ び 輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ は こ れ ら の 制 御 情
報 に 基 づ き 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ビ デ オ 画 像 処 理 回 路 ２ ４ に よ っ て 画 像 処 理 さ れ た 映 像 信 号 は 、 マ ス ク 生 成 回 路 ２ ７ に よ り
、 加 算 器 ２ ９ に お い て マ ス ク 情 報 が 加 算 さ れ 、 輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ に よ っ て 輪 郭 強 調 が 掛 け
ら れ た 後 、 画 像 と し て モ ニ タ ー に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ を 図 ２ に 、 輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ で 得 ら れ る 信 号 を 図 ３ に 示 す 。 入 力 信 号 ａ
を １ 画 素 遅 延 さ せ て １ 画 素 遅 延 信 号 ｂ が 、 さ ら に １ 画 素 遅 延 さ せ て ２ 画 素 遅 延 信 号 ｃ が 得
ら れ る 。 入 力 信 号 ａ と ２ 画 素 遅 延 信 号 ｃ は 係 数 （ １ ／ ２ ） を 乗 じ ら れ 、 加 算 器 に お い て 加
算 さ れ 、 加 算 信 号 ｄ （ ＝ （ ａ ＋ ｃ ） ／ ２ ） が 得 ら れ る 。 １ 画 素 遅 延 信 号 ｂ は 加 算 信 号 ｄ が
減 ぜ ら れ 、 輪 郭 強 調 信 号 ｅ （ ＝ ｂ － （ ａ ＋ ｃ ） ／ ２ ） が 得 ら れ る 。 輪 郭 強 調 信 号 ｅ は 、 乗
算 器 に お い て 輪 郭 強 調 係 数 が 乗 ぜ ら れ 、 強 調 係 数 乗 算 信 号 ｆ （ ＝ 輪 郭 強 調 係 数 ×ｅ ） が 得
ら れ る 。 強 調 係 数 乗 算 信 号 ｆ と １ 画 素 遅 延 信 号 ｂ は 、 加 算 器 に お い て 加 算 さ れ 、 出 力 信 号
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ｇ （ ＝ ｆ ＋ ｂ ） が 得 ら れ る 。 な お 、 図 ３ で は 、 強 調 係 数 乗 算 信 号 ｆ 及 び 出 力 信 号 ｇ は 輪 郭
強 調 係 数 が １ で あ る と き の 信 号 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ は 内 視 鏡 １ ０ が フ ァ イ バ ー ス コ ー プ で あ る と き 、 モ ニ タ ー に 出 力 さ れ る モ ニ タ ー 表 示
４ ０ の 例 を 示 す 。 本 実 施 形 態 の フ ァ イ バ ー ス コ ー プ に お い て は 、 接 眼 部 に カ メ ラ が つ け ら
れ 画 像 デ ー タ が 出 力 さ れ る 。 モ ニ タ ー 表 示 ４ ０ に お い て 観 察 窓 ４ １ が 円 形 と な る よ う に 、
加 算 器 ２ ９ （ 図 １ 参 照 ） に お い て マ ス ク ４ ２ が 掛 け ら れ る 。 モ ニ タ ー 表 示 ４ ０ の 水 平 方 向
の 中 心 線 ４ ３ に お け る 領 域 の 背 景 輝 度 値 は 、 グ ラ フ ４ ４ に 示 す よ う に 、 中 心 部 を １ ０ ０ ％
と す る と 、 観 察 窓 の 縁 部 に お い て は ２ ０ ％ 程 度 と な る 。 な お 、 背 景 輝 度 値 と は 、 均 一 な 背
景 画 像 を 対 象 物 と し て 測 定 し た と き の 輝 度 値 の こ と を 言 う 。 領 域 ご と の 背 景 輝 度 値 は 内 視
鏡 の 光 学 特 性 に よ っ て 決 定 さ れ る の で 、 内 視 鏡 の 種 類 が 決 ま る と 、 領 域 ご と の 背 景 輝 度 値
は 決 定 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 背 景 輝 度 値 は 、 中 心 部 で は 相 対 的 に 高 く な り 、 中 心 部 か
ら 遠 ざ か る に つ れ て 、 背 景 輝 度 値 は 低 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
背 景 輝 度 値 が 低 い 領 域 は 、 中 心 部 に 比 較 し て 暗 く な り 、 モ ニ タ ー 上 の 画 像 に お い て ノ イ ズ
に よ る 影 響 が 大 き く な る 。 す な わ ち 、 モ ニ タ ー 表 示 ４ ０ に お い て 、 画 面 全 体 に わ た っ て 均
一 に 輪 郭 強 調 が 掛 け ら れ る と 、 背 景 輝 度 値 が 相 対 的 に 低 い 領 域 で は ノ イ ズ が 強 調 さ れ る 。
し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 背 景 輝 度 値 が 低 い 領 域 で は 、 相 対 的 に 小 さ く 輪 郭 強
調 が 掛 け ら れ 、 背 景 輝 度 値 が 高 い 領 域 で は 、 相 対 的 に 大 き く 輪 郭 強 調 が 掛 け ら れ る 。 つ ま
り 、 背 景 輝 度 値 が 低 く な る 領 域 で は 、 相 対 的 に 輪 郭 強 調 係 数 を 小 さ く し 、 背 景 輝 度 値 が 高
い 領 域 で は 、 相 対 的 に 輪 郭 強 調 係 数 を 大 き く す る よ う に 予 め 設 定 さ れ 、 ス コ ー プ デ ー タ 記
憶 部 １ ２ （ 図 １ 参 照 ） に 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ５ は 、 予 め 設 定 さ れ ス コ ー プ デ ー タ 記 憶 部 １ ２ に 記 憶 さ れ て い る 輪 郭 強 調 係 数 と マ ス ク
情 報 、 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ２ ６ に お け る 制 御 情 報 の 算 出 方 法 を 示 す 。 モ ニ タ ー 表 示 ４ ０ の 水 平 方 向
の 中 心 線 ４ ３ に お け る 輪 郭 強 調 係 数 と マ ス ク 情 報 を グ ラ フ ５ ０ 、 ５ １ に 示 す 。 輪 郭 強 調 係
数 は グ ラ フ ５ ０ に 示 す よ う に 、 背 景 輝 度 値 と 比 例 関 係 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 す な
わ ち 、 背 景 輝 度 値 が １ ０ ０ ％ の 領 域 で は 、 輪 郭 強 調 係 数 が １ に 、 背 景 輝 度 値 が ２ ０ ％ の 領
域 で は 輪 郭 強 調 係 数 が ０ ． ２ に 、 マ ス ク が 掛 か っ て お り 背 景 輝 度 値 が ０ ％ の 領 域 で は 輪 郭
強 調 係 数 が ０ と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 マ ス ク 情 報 は 、 グ ラ フ ５ １ に 示 す よ う に 、 マ
ス ク が 掛 け ら れ る 領 域 で は マ ス ク Ｏ Ｎ と 、 マ ス ク が 掛 け ら れ な い 領 域 で は マ ス ク Ｏ Ｆ Ｆ と
設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 モ ニ タ ー 表 示 ４ ０ の 水 平 方 向 の 中 心 か ら 外 れ た 直 線 ４ ６ に お け る 輪 郭 強 調 係 数 と マ
ス ク 情 報 を グ ラ フ ５ ２ 、 ５ ３ に 示 す 。 直 線 ４ ６ に お け る 領 域 の 背 景 輝 度 値 は 、 グ ラ フ ４ ７
に 示 す よ う に な り 、 そ れ に 対 応 す る 輪 郭 強 調 係 数 は グ ラ フ ５ ２ に 示 す よ う に 、 中 心 線 ４ ３
の 領 域 の 場 合 と 同 様 に 、 背 景 輝 度 値 と 比 例 関 係 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 例 え ば 、 背
景 輝 度 値 が ７ ０ ％ の 領 域 で は 、 輪 郭 強 調 係 数 が ０ ． ７ に 、 背 景 輝 度 値 が ２ ０ ％ の 領 域 で は
輪 郭 強 調 係 数 が ０ ． ２ と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 マ ス ク 情 報 に つ い て も グ ラ フ ５ ３ に
示 す よ う に 同 様 に 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 背 景 輝 度 値 と 輪 郭 強 調 係 数 の 関 係 は 比 例 関 係 で
あ る と は 限 ら ず 、 内 視 鏡 の 光 学 特 性 、 目 的 に 応 じ て 、 変 形 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
Ｃ Ｐ Ｕ ２ ６ で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 領 域 毎 の 輪 郭 強 調 係 数 情 報 お よ び マ ス ク 情 報 に 基 づ き
、 制 御 情 報 が 算 出 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 水 平 方 向 に つ い て 、 映 像 信 号 時 間 軸 に
対 し て Ｄ １ か ら Ｄ ９ ま で の タ イ ミ ン グ で 制 御 情 報 が 算 出 さ れ る 。 例 え ば 、 中 心 線 ４ ３ に お
け る 領 域 に お け る Ｄ １ の タ イ ミ ン グ で は 、 マ ス ク 情 報 に よ り 、 マ ス ク Ｏ Ｎ で あ る か ら 、 マ
ス ク 生 成 回 路 に 対 し て 、 マ ス ク を 掛 け る よ う に 指 示 さ れ る 。 ま た 、 輪 郭 強 調 係 数 情 報 に よ
り 、 輪 郭 強 調 係 数 は ０ で あ る の で 、 輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ （ 図 １ 参 照 ） に 対 し て 、 そ れ に 基 づ
き 輪 郭 強 調 が 掛 け ら れ る よ う に 指 示 さ れ る 。 Ｄ ２ の タ イ ミ ン グ で は 、 マ ス ク 情 報 に よ り 、
マ ス ク Ｏ Ｆ Ｆ で あ る か ら 、 マ ス ク 生 成 回 路 ２ ７ （ 図 １ 参 照 ） に 対 し て 、 指 示 は 出 さ れ な い
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。 ま た 、 輪 郭 強 調 係 数 情 報 に よ り 、 輪 郭 係 数 は ０ ． ２ で あ る の で 、 輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ に 対
し て 、 そ れ に 基 づ き 輪 郭 強 調 が 掛 け ら れ る よ う に 指 示 さ れ る 。 Ｄ ５ の タ イ ミ ン グ で は 、 マ
ス ク 情 報 に よ り 、 マ ス ク Ｏ Ｆ Ｆ で あ る か ら 、 マ ス ク 生 成 回 路 ２ ７ に 対 し て 指 示 は 出 さ れ な
い 。 ま た 、 輪 郭 強 調 係 数 情 報 に よ り 、 輪 郭 強 調 係 数 は １ で あ る の で 、 輪 郭 強 調 回 路 ２ ８ に
対 し て 、 そ れ に 基 づ き 輪 郭 強 調 が 掛 け ら れ る よ う に 指 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
他 の タ イ ミ ン グ に つ い て も 同 様 に 指 示 が 出 さ れ 、 す べ て の 水 平 方 向 、 垂 直 方 向 に お け る 領
域 に つ い て 、 内 視 鏡 の 背 景 輝 度 値 に 応 じ て 、 予 め 設 定 さ れ て い る 輪 郭 強 調 係 数 に 基 づ き 、
輪 郭 強 調 が 行 な わ れ る 。 そ の 結 果 、 ノ イ ズ の 影 響 が 大 き く な る 背 景 輝 度 値 が 低 い 領 域 に お
い て は 、 輪 郭 強 調 が 小 さ く 掛 け ら れ ノ イ ズ を 目 立 た せ な い 。 一 方 、 背 景 輝 度 値 が 高 い 領 域
に お い て は 、 輪 郭 強 調 が 大 き く 掛 け ら れ る こ と に よ り 、 鮮 明 な 画 像 が 得 ら れ る 。 こ れ に よ
り 、 画 像 に 発 生 す る ノ イ ズ の 強 調 を 回 避 し つ つ 、 鮮 明 な 画 像 が 得 ら れ る 。 ま た 、 観 察 窓 ４
１ と マ ス ク ４ ２ の 境 界 に お け る 擬 似 信 号 の 発 生 も マ ス ク 情 報 に お い て マ ス ク が Ｏ Ｎ さ れ る
と き 、 輪 郭 強 調 係 数 が ０ に さ れ る こ と に よ り 防 止 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 水 平 方 向
の １ 走 査 に お け る 制 御 情 報 の 算 出 さ れ る タ イ ミ ン グ は ９ 回 で あ る と し て 説 明 し た が 、 実 際
に は も っ と 多 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 背 景 輝 度 値 が 相 対 的 に 低 い 領 域 で は 輪 郭 強 調 が 抑
制 さ れ る こ と に よ り 、 ノ イ ズ が 少 な く 鮮 明 な 表 示 画 面 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 内 視 鏡 の 種 類 が 変 わ る と 光 学 特 性 が 異 な る の で 、 マ ス ク が 掛 け ら れ る 領 域 お よ び 背
景 輝 度 値 も 異 な る 。 内 視 鏡 １ ０ （ 図 １ 参 照 ） が 電 子 内 視 鏡 で あ っ た 場 合 、 得 ら れ る 画 像 デ
ー タ に 基 づ く モ ニ タ ー 表 示 の 例 、 お よ び そ れ に 対 応 す る 背 景 輝 度 値 の グ ラ フ の 例 を 図 ６ に
示 す 。 モ ニ タ ー 表 示 ６ ０ に お い て 、 観 察 窓 ６ １ は 略 長 方 形 と な る よ う に マ ス ク ６ ２ が 掛 け
ら れ る 。 画 像 水 平 方 向 の 中 心 線 ６ ３ に お い て 、 背 景 輝 度 値 は グ ラ フ ６ ４ に 示 す よ う に 、 中
心 部 を １ ０ ０ ％ と す る と 、 観 察 窓 の 縁 部 に お い て は ４ ０ ％ 程 度 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 場 合 に お い て も 、 モ ニ タ ー 表 示 ６ ０ の 水 平 方 向 の 中 心 線 ６ ３ に お け る 背 景 輝 度 値 に 対
応 す る 輪 郭 強 調 係 数 は フ ァ イ バ ー ス コ ー プ の と き と 同 様 に 、 背 景 輝 度 値 と 輪 郭 強 調 係 数 が
、 比 例 関 係 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 背 景 輝 度 値 が １ ０ ０ ％ の 領 域 で は 、
輪 郭 強 調 係 数 は １ に 、 背 景 輝 度 値 が ４ ０ ％ の 領 域 で は 輪 郭 強 調 係 数 が ０ ． ４ に 、 マ ス ク が
掛 か っ て お り 背 景 輝 度 値 が ０ ％ の 領 域 で は 輪 郭 強 調 係 数 が ０ と な る よ う に 設 定 さ れ て い る
。 な お 、 マ ス ク 情 報 に つ い て も フ ァ イ バ ー ス コ ー プ の と き と 同 様 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 輪 郭 強 調 係 数 と マ ス ク 情 報 が 内 視 鏡 内 に あ る ス コ ー プ デ ー
タ 記 憶 部 １ ２ に 記 憶 さ れ て い る が 、 設 定 さ れ た 輪 郭 強 調 係 数 と マ ス ク 情 報 が 画 像 処 理 装 置
内 に 記 憶 さ れ る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 ス コ ー プ デ ー タ 記 憶 部 １ ２ に は 内 視 鏡 の 名 前
の み が 記 憶 さ れ て お り 、 ス コ ー プ デ ー タ 検 知 部 ２ ５ で そ の 名 前 が 読 み 取 ら れ 、 内 視 鏡 の 種
類 が 認 識 さ れ る 。 ス コ ー プ デ ー タ 検 知 部 ２ ５ に は 内 視 鏡 の 種 類 に 応 じ た 領 域 毎 の 輪 郭 強 調
係 数 と マ ス ク 情 報 が 予 め 設 定 さ れ て お り 、 把 握 さ れ た 内 視 鏡 の 種 類 に 応 じ て 、 輪 郭 強 調 係
数 と マ ス ク 情 報 が 決 定 さ れ る 。 本 変 形 例 で は 、 内 視 鏡 側 の 記 憶 領 域 が 狭 く 、 デ ー タ が 保 管
で き な い 場 合 や 、 輪 郭 強 調 係 数 と マ ス ク 情 報 が 予 め 記 憶 さ れ て い な い 内 視 鏡 に お い て 有 効
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ７ は 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す 。 本 実 施 形 態 に お い て 第 １ の 実 施 形 態 と 相 違 す る 点
は 、 輪 郭 強 調 回 路 と マ ス ク 生 成 回 路 が 内 視 鏡 ７ ０ 内 に 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。 以 下 、 相
違 す る 点 の み 説 明 す る 。 第 一 の 実 施 形 態 と 同 様 に 背 景 輝 度 値 に よ り 設 定 さ れ た 輪 郭 強 調 係
数 と マ ス ク 情 報 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ に 記 憶 さ れ て い る 。 輪 郭 強 調 係 数 と マ ス ク 情 報 に よ り 、 Ｃ
Ｐ Ｕ ７ １ に よ っ て 算 出 さ れ た 制 御 情 報 は 、 内 視 鏡 内 に あ る マ ス ク 生 成 回 路 ７ ２ 、 輪 郭 強 調
回 路 ７ ３ に 送 ら れ る 。 マ ス ク 生 成 回 路 ７ ２ と 輪 郭 強 調 回 路 ７ ３ は こ れ ら の 制 御 情 報 に 基 づ
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き 制 御 さ れ る 。 映 像 信 号 は マ ス ク 生 成 回 路 ７ ２ に よ り マ ス ク 情 報 が 加 算 さ れ た 後 、 輪 郭 強
調 回 路 ７ ３ に よ り 輪 郭 強 調 が 掛 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
輪 郭 強 調 が 行 な わ れ た 映 像 信 号 は 、 映 像 信 号 処 理 回 路 ７ ４ に 送 ら れ る 。 送 ら れ た 信 号 は Ｒ
Ｇ Ｂ に 分 離 さ れ た 後 、 Ｒ メ モ リ ７ ５ ａ 、 Ｇ メ モ リ ７ ５ ｂ 、 Ｂ メ モ リ ７ ５ ｃ に 格 納 さ れ る 。
格 納 さ れ た そ れ ぞ れ の 映 像 信 号 は ビ デ オ 画 像 処 理 回 路 ７ ６ に よ っ て 読 み 取 ら れ 、 画 像 処 理
さ れ 、 モ ニ タ ー に 画 像 と し て 出 力 さ れ る 。 同 期 信 号 生 成 部 ７ ７ で は 同 期 信 号 が 生 成 さ れ る
。 同 期 信 号 は 、 タ イ ミ ン グ 回 路 ７ ８ に 送 ら れ 、 映 像 処 理 回 路 ７ ４ 、 ビ デ オ 処 理 回 路 ７ ６ の
動 作 タ イ ミ ン グ の 制 御 と 、 メ モ リ ７ ５ ａ 、 ７ ５ ｂ 、 ７ ５ ｃ に 対 す る 書 込 み お よ び 読 み 出 し
制 御 に 用 い ら れ る 。 以 上 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 内 視 鏡 内 に 輪 郭 強 調 回 路 ７ ３ お よ
び マ ス ク 生 成 回 路 ７ ２ が 組 み 込 ま れ て い る た め 、 画 像 処 理 装 置 内 に お い て ス コ ー プ デ ー タ
検 知 回 路 を 設 け る 必 要 が な く 、 第 １ の 実 施 形 態 に 比 べ シ ス テ ム が 簡 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に 係 る 輪 郭 強 調 装 置 に お け る 輪 郭 強 調 係 数 は 、 領 域 毎 の 背 景 輝
度 値 に 応 じ て 求 め ら れ る 。 こ れ に よ り 、 画 像 デ ー タ に 対 し て 、 内 視 鏡 の 光 学 特 性 に 応 じ た
輪 郭 強 調 が 掛 け ら れ 、 ノ イ ズ の 強 調 が 防 止 さ れ 鮮 明 な 画 像 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 で あ る 画 像 輪 郭 強 調 装 置 を 備 え た 内 視 鏡 お よ び 画 像 処 理
装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 輪 郭 強 調 回 路 を 示 す 処 理 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 輪 郭 強 調 回 路 で 得 ら れ る 信 号 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 内 視 鏡 が フ ァ イ バ ー ス コ ー プ で あ る と き 、 モ ニ タ ー に 出 力 さ れ る モ ニ タ ー 表 示 例
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 予 め 設 定 さ れ ス コ ー プ デ ー タ 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 輪 郭 強 調 係 数 と マ ス ク 情 報
、 及 び Ｃ Ｐ Ｕ に お け る 制 御 情 報 の 算 出 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 内 視 鏡 が 電 子 内 視 鏡 で あ る と き 、 モ ニ タ ー に 出 力 さ れ る モ ニ タ ー 表 示 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 で あ る 画 像 輪 郭 強 調 装 置 を 備 え た 内 視 鏡 お よ び 画 像 処 理
装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 ７ ０ 　 　 内 視 鏡
１ ２ 　 　 ス コ ー プ デ ー タ 記 憶 部
２ ５ 　 　 ス コ ー プ デ ー タ 検 知 部
２ ７ 、 ７ ２ 　 　 マ ス ク 生 成 回 路
２ ８ 、 ７ ３ 　 　 輪 郭 強 調 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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